
技術・家庭科における情報活用能力の育成技術・家庭科における情報活用能力の育成

◆◆情報活用能力情報活用能力
「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」
「情報社会に参画する態度」「情報社会に参画する態度」
◆◆コンピュータの活用に必要な基礎的・基本コンピュータの活用に必要な基礎的・基本
的な内容を実践的・体験的な学習活動を通し的な内容を実践的・体験的な学習活動を通し
てて「情報活用能力」をバランスよく「情報活用能力」をバランスよく指導する指導する。。

課題や目的に応じて情報を扱うなど課題や目的に応じて情報を扱うなど、実践、実践
的な的な学習を進めていくことが必要となる。学習を進めていくことが必要となる。

【【概要版概要版】】

技術・家庭科における情報活用能力を育てる情報通信ネットワークの指導の工夫技術・家庭科における情報活用能力を育てる情報通信ネットワークの指導の工夫
――Ｗｅｂサイト教材「みやＧＯねっと」の開発と活用を通してＷｅｂサイト教材「みやＧＯねっと」の開発と活用を通して――

Ｗｅｂサイト教材「みやＧＯねっと」を開発し活用したことは、技術・家庭科における情報活用能力Ｗｅｂサイト教材「みやＧＯねっと」を開発し活用したことは、技術・家庭科における情報活用能力
を育てる情報通信ネットワークの指導において、次のように有効であることを授業実践を通して明を育てる情報通信ネットワークの指導において、次のように有効であることを授業実践を通して明
らかにする。らかにする。
○情報共有のよさを実感させることで、情報を有効に活用しようとする意識を高める。○情報共有のよさを実感させることで、情報を有効に活用しようとする意識を高める。
○ルールやマナーの必要性を実感させることで、情報を適切に扱う態度を育てる。○ルールやマナーの必要性を実感させることで、情報を適切に扱う態度を育てる。

○XAMPP
MySQL、Apache、PHP、な
どWindowsでサーバ構築に
必要なソフトウェア群の略称。

○Net  Commons
学校のホームページ作成の
効率化を目指して開発された、
CMSの一種。電子メールの
送受信程度の操作技能があ
れば、簡単に利用することが
できる。

○インストール環境
CPU PentiumⅢ
800MHz以上
HDD   30GB以上
ﾒﾓﾘ 256MB以上

協力校における生徒の実態協力校における生徒の実態

研究のねらい研究のねらい

オープンソースを用い
たＷｅｂサイト教材の開
発・活用を通して実践的
な学習を実現。

Ｗｅｂサイト教材開発環境Ｗｅｂサイト教材開発環境

Ｗｅｂサイト教材を活用した技術・家庭科の学習のイメージＷｅｂサイト教材を活用した技術・家庭科の学習のイメージ

長期研修長期研修ⅡⅡ 研修員研修員 星野星野 治道治道

◆多くの生徒がコンピュータやインターネットを◆多くの生徒がコンピュータやインターネットを
有効と考えている。有効と考えている。人と協力するときに人と協力するときにコンコン
ピピュータやインターネットをュータやインターネットを有効だと考える生有効だと考える生
徒は少ない。徒は少ない。
◆◆ルールやマナー、相手への配慮に関する意ルールやマナー、相手への配慮に関する意
識は高い。インターネットの掲示板への書き込識は高い。インターネットの掲示板への書き込
みによるトラブルなどの事例も発生してみによるトラブルなどの事例も発生している。いる。
◆ルールやマナーを知識として分かってはい◆ルールやマナーを知識として分かってはい
るが、日常生活でそれを実践する態度は、十るが、日常生活でそれを実践する態度は、十
分に身に付いていない。分に身に付いていない。

情報活用の知識や技能、情報を有効に活用情報活用の知識や技能、情報を有効に活用
する意欲を高めるとともに、ルールやマナーをする意欲を高めるとともに、ルールやマナーを
実践できる態度を身に付させていくことが課題実践できる態度を身に付させていくことが課題
であるである。。



開発したＷｅｂサイト教材は協力校のイメージと「開発したＷｅｂサイト教材は協力校のイメージと「みみんなにんなにややくだつ情報社会へくだつ情報社会へＧＯＧＯ」という」という

意味から、意味から、「みやＧＯねっと」「みやＧＯねっと」とした。オープンソース、とした。オープンソース、NetCommonsNetCommonsの機能を利用し、生徒が情の機能を利用し、生徒が情

報共有・情報交換を体験できるＷｅｂサイトとなるように、以下の図のように構成を工夫した。報共有・情報交換を体験できるＷｅｂサイトとなるように、以下の図のように構成を工夫した。

「みやＧＯねっと」の構成「みやＧＯねっと」の構成



協力校における実践協力校における実践

＜授業実践例＜授業実践例 第７時＞第７時＞ 「情報共有のよさとルールやマナーの必要性を実感させる」「情報共有のよさとルールやマナーの必要性を実感させる」
作品の修正ポイントをお互いにアドバイスする場面において、クラスRoomの掲示板を利用した。
クラスRoomの掲示板を用いることで、クラス全員で一斉にアドバイス交換が行えるだけでなく、ア
ドバイス交換の様子を一覧で見ることができ、生徒は作品構想に役立てていくことができた。



実践の結果と考察実践の結果と考察

○学年、クラス、班の○学年、クラス、班のRoomRoomに設置した掲示板での交に設置した掲示板での交
流を、ポスターづくりに活かす活動を通して、情流を、ポスターづくりに活かす活動を通して、情報を報を
持ち寄り、共有することのよさに気付き、情報の有効持ち寄り、共有することのよさに気付き、情報の有効
活用の意欲が高まった。活用の意欲が高まった。
○○「みやＧＯねっと」を活用した、班やクラス、学年の「みやＧＯねっと」を活用した、班やクラス、学年の
友達と繰り返し交流する活動を通して、相手に配慮し友達と繰り返し交流する活動を通して、相手に配慮し
た表現や正しく伝えることの必要性に気付き、実践た表現や正しく伝えることの必要性に気付き、実践
する態度が身に付いた。する態度が身に付いた。

問い合わせ先 群馬県総合教育センター
担当グループ：職業情報研究グループ ０２７０－２６－９２１５ （直通）

研究のまとめ研究のまとめ
○十分に活用できなかったチャットやアンケートなど○十分に活用できなかったチャットやアンケートなど
の機能について、有効に活用していくために学習計の機能について、有効に活用していくために学習計
画を検討していきたい。画を検討していきたい。

○情報共有機能を生徒が自ら選択し、適切に活用で○情報共有機能を生徒が自ら選択し、適切に活用で
きるよう、学習用のワークシートと活用マニュアルをきるよう、学習用のワークシートと活用マニュアルを
工夫していきたい。工夫していきたい。

1 成果 ２ 課題

生徒の「みやＧＯねっと」の掲示板への投稿内容につい生徒の「みやＧＯねっと」の掲示板への投稿内容につい
て、第１時と第４時を比較したところ、好ましくない投稿「相て、第１時と第４時を比較したところ、好ましくない投稿「相
手の気持ちに配慮していない」手の気持ちに配慮していない」 「不適切な言葉遣い」の割「不適切な言葉遣い」の割
合は以下のグラフのようであった。第１時に比べ、第４時は合は以下のグラフのようであった。第１時に比べ、第４時は
好ましくない投稿は減少している。特に、相手の気持ちに好ましくない投稿は減少している。特に、相手の気持ちに
配慮していない投稿はほとんどなくなっている。配慮していない投稿はほとんどなくなっている。

もとの作品 変更された作品構成や機能の
工夫点
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◇配色や効果の工夫

◇構成や配置の工夫

○伝えたいものを大

きく目立たせる

◇機能的な工夫

○地図を載せて場所が

わかるようにする

◇配色や効果の工夫

○背景が地味で目を

ひかない

情報共有のよさを実感し、情報を有効に情報共有のよさを実感し、情報を有効に
活用する意欲は高まったか活用する意欲は高まったか

【生徒の感想】【生徒の感想】

○みんなで情報を持ち寄ったので、たくさんのことを知る○みんなで情報を持ち寄ったので、たくさんのことを知る
ことができた。ことができた。
○見本だけでなく掲示板を見たことで、ポスターづくりに○見本だけでなく掲示板を見たことで、ポスターづくりに
役立つ内容が分かった。役立つ内容が分かった。
○自分のクラスだけでなく他のクラスの友達の意見まで○自分のクラスだけでなく他のクラスの友達の意見まで
知ることができ、便利だと思った。知ることができ、便利だと思った。

ルールやマナーの必要性を実感し、情報ルールやマナーの必要性を実感し、情報
を適切に扱う態度は育ったかを適切に扱う態度は育ったか
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相手の気持ちに配慮していない 不適切な言葉遣い

このように、「みやＧＯねっと」を活用した学習は、生徒の情報を有効に活用する意欲を高め、情報を適切に扱このように、「みやＧＯねっと」を活用した学習は、生徒の情報を有効に活用する意欲を高め、情報を適切に扱
う態度を育てるなど、技術・家庭科の情報通信ネットワークの学習において、情報活用能力の育成を図る上でう態度を育てるなど、技術・家庭科の情報通信ネットワークの学習において、情報活用能力の育成を図る上で
有有効であると考える。効であると考える。
「みやＧＯねっと」のように、生徒が実際に情報共有・情報交換を体験できる学習環境は、情報活用能力をバラ「みやＧＯねっと」のように、生徒が実際に情報共有・情報交換を体験できる学習環境は、情報活用能力をバラ
ンスよく育てていく上で効果が大きい。オープンソースなどを利用した、Ｗｅｂサイト教材が広く活用されることにンスよく育てていく上で効果が大きい。オープンソースなどを利用した、Ｗｅｂサイト教材が広く活用されることに
より、技術･家庭科の情報通信ネットワークの指導の充実が図れると考える。より、技術･家庭科の情報通信ネットワークの指導の充実が図れると考える。

【生徒の感想】【生徒の感想】

○ルールやマナーの大切さが分かりました。決まりがな○ルールやマナーの大切さが分かりました。決まりがな
いとみんな勝手なことを始めてしまいます。いとみんな勝手なことを始めてしまいます。
○掲示板で何か意見を交換するのは楽しいけど、○掲示板で何か意見を交換するのは楽しいけど、ふざふざ
けけててきちんと使えない人がいる。きちんと使えない人がいる。
○僕は○僕は相手が読みづらいとか考え相手が読みづらいとか考えずに、ついずに、つい乱暴乱暴
な言葉で投稿してしまうけど、これからな言葉で投稿してしまうけど、これからは気を付けたいは気を付けたい。。

「みやＧＯねっ「みやＧＯねっ
と」の掲示板で、と」の掲示板で、
ポスターの構想のポスターの構想の
観点を相談し合う観点を相談し合う
活動を通して、生活動を通して、生
徒の作品は、図徒の作品は、図
のように変容してのように変容して
いった。いった。
生徒Ａは、伝え生徒Ａは、伝え
たい対象を大きくたい対象を大きく
する、生徒Ｂは地する、生徒Ｂは地
図を載せる、生徒図を載せる、生徒
Ｃは背景の色を変Ｃは背景の色を変
える、などの工夫える、などの工夫
をしている。をしている。


